
　

同
年
に
は
文
化
庁
の
「
歴
史
の

道
百
選
」
に
追
加
選
定
さ
れ
、
将

来
保
護
す
べ
き
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動

き
が
今
回
の
福
岡
県
史
跡
指
定
に

つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

切
貫
が
最
後
ま
で
文
化
財
指
定

か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
ま
で
到
達
す
る
の
に
長
い
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ
の
間
多

く
の
人
々
の
支
援
、
協
力
、
地
道

な
活
動
な
く
し
て
は
実
現
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
史

跡
を
大
切
に
守
り
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

6

　

堀
川
は
、
17
世
紀
初
め
に
筑
前

福
岡
藩
の
藩
主
黒く
ろ
だ
な
が
ま
さ

田
長
政
が
遠
賀

川
の
洪
水
の
防
止
や
田
畑
の
灌か
ん
が
い漑
、

物
資
の
輸
送
を
目
的
に
、
洞
海
湾

ま
で
の
分ぶ
ん
す
い
ろ

水
路
を
計
画
し
ま
し
た

が
、
長
政
の
死
去
で
中
止
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

１
２
０
年
後
の
宝ほ
う
れ
き暦
年
間
（
１

７
５
０
年
か
ら
１
７
６
２
年
）
に

工
事
が
再
開
さ
れ
、
中
間
（
現
中

間
市
唐
戸
）・
寿じ

め命
（
現
八
幡
西
区

楠く
す
ば
し橋
）
に
二
つ
の
水
門
を
整
備
し
、

文
化
元
年
（
１
８
０
４
年
）
に
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
一
番

の
難
所
が
車
返
で
し
た
。
長
さ
４

５
６
メ
ー
ト
ル
、
幅
６
・
３
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
最
大
14
メ
ー
ト
ル
の

岩
盤
を
９
年
の
歳
月
を
か
け
て
切

り
開
い
た
も
の
で
す
。

　

文ぶ
ん
せ
い政
４
年
（
１
８
２
１
年
）
の

『
筑ち
く
ぜ
ん
め
い
し
ょ
ず
え

前
名
所
図
会
』
の
「
吉
田
切
抜

の
圖ず

」
で
は
、
切
貫
が
樋と
い

の
よ
う

だ
と
表
現
し
て
、
船
が
行
き
来
し

て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
別
の
文
献
に
は
切
貫
は

屏び
ょ
う
ぶ風
を
立
て
た
よ
う
だ
と
ほ
め
た

た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
嘉か
え
い永
元
年（
１
８
４
８
年
）の『
湯

原
日
記
』
に
は
、
洞
海
湾
か
ら
堀

川
の
吉
田
村
を
通
過
し
遠
賀
川
へ

向
う
様
子
が
書
か
れ
、
船
が
物
資

だ
け
で
な
く
人
も
運
ん
で
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
当
時
の
車
返

切
貫
は
、
風
景
の
す
ば
ら
し
い
観

光
地
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

　吉田東から北九州市八幡西区大
だいぜん

膳にまたがる堀川の切
きりぬき

貫
（車
くるまがえし

返切貫）の区間が、令和６年３月29日に中間市の福岡
県指定史跡（以下、「県史跡」）「中間唐

か ら と

戸の水門」の追加指
定という形で県史跡に指定されました。

　

明
治
以
降
に
な
る
と
、
堀
川
は

石
炭
の
輸
送
路
と
し
て
昭
和
初
期

ま
で
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

戦
後
は
宅
地
化
が
進
み
、
田
畑

も
減
り
、
灌
漑
用
水
と
し
て
の
機

能
を
失
い
ま
し
た
。
川
と
人
と
の

関
わ
り
が
薄
れ
て
い
き
、
生
活
雑

排
水
が
流
れ
込
ん
で
ヘ
ド
ロ
化
し
、

淀
み
の
悪
臭
や
洪
水
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

治
水
・
浄
化
対
策
と
し
て
、
行
政

が
主
体
と
な
っ
て
河
川
改
修
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
堀
川
の
歴
史
を
伝
え

る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
昭
和
37

年
（
１
９
６
２
年
）
に
県
立
折
尾

高
校
に
保
存
し
て
い
る
小
型
船
「
川

ひ
ら
た
」
が
県
指
定
文
化
財
と
な

り
、
翌
年
同
校
の
郷
土
史
ク
ラ
ブ

が
「
堀
川
運
河
調
査
研
究
報
告
」

と
し
て
堀
川
の
現
状
と
課
題
を
ま
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と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
頃
、
北
九
州
市
の

小
学
４
年
生
の
社
会
科
副
読
本
『
よ

い
こ
の
社
会
科
』
で
は
、
教
材
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
46
年
（
１
９
７

１
年
）
に
寿
命
の
唐
戸
が
北
九
州

市
指
定
文
化
財
と
な
り
、
昭
和
54

～
55
年
（
１
９
７
９
年
～
１
９
８

０
年
）
に
北
九
州
市
教
育
委
員
会

が
文
化
財
記
録
映
画
「
堀
川
の
歴

史
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
58
年
（
１
９
８

３
年
）
に
中
間
唐
戸
が
県
指
定
史

跡
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
61
年
（
１
９

８
６
年
）
に
中
間
市
岩
瀬
で
堀
川

と
曲
川
が
立
体
交
差
し
て
い
た
部

分
（
曲
川
伏ふ
せ
こ
し越
）
が
上
流
部
の
洪

水
が
原
因
で
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
堀
川
が
分
断
さ
れ
、
川
の

流
れ
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
に
入
る
と
、
堀
川
歴
史
公

園
が
開
園
す
る
な
ど
、
河
川
環
境

が
整
っ
て
き
た
中
、
繁
栄
当
時
の

様
子
を
残
し
て
い
る
車
返
周
辺
に

も
工
事
の
手
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
、

保
存
運
動
が
お
こ
り
ま
し
た
。

　

行
政
・
保
存
団
体
・
住
民
で
話

し
合
い
ま
し
た
が
合
意
に
至
ら
ず
、

工
事
は
着
工
さ
れ
、
堀
川
（
北
九

州
市
内
）
の
川
床
の
一
部
が
掘
削

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
も
平
成
15
年
と
17
年

に
文
化
財
調
査
が
行
わ
れ
、
線
刻

文
字
（
右
下
写
真
）
な
ど
の
貴
重

な
史
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
住
民
と
行
政
が
協
働

し
、
河
川
の
浄
化
運
動
や
清
掃
活

動
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
水
質
が

改
善
さ
れ
、
史
跡
ガ
イ
ド
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
さ
か
ん
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
継
続
的
な
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
平
成
19
年
に
経
済

産
業
省
か
ら
「
近
代
化
産
業
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
27
・
28
年
に
、
流

域
の
北
九
州
市
・
中
間
市
・
水
巻

町
が
協
力
し
て
「
堀
川
文
化
財
総

合
調
査
」
を
実
施
し
た
結
果
、
多

角
的
な
視
点
に
お
い
て
、
専
門
家

か
ら
再
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
評
価
さ
れ
た
点
は
、
車
返

の
工
事
に
お
い
て
、
複
数
の
技
法

を
駆
使
し
て
石
割
や
石
材
の
切
り

出
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
江
戸

時
代
に
開
削
さ
れ
た
切
通
し
の
中

で
は
全
国
一
長
い
こ
と
、
洪
水
を

防
御
す
る
た
め
の
二
つ
の
水
門
は

強
固
で
、
土
木
史
上
で
は
非
常
に

珍
し
い
こ
と
な
ど
で
す
。

　

平
成
31
年
２
月
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
遠
賀
堀
川
の
魅
力
と
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
、
堀
川
文
化
財
総
合

調
査
の
成
果
が
出
席
者
に
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

吉田・大
だいぜんかんきりぬき

膳間切貫（折尾方面を望む）

堀川が堀川が
県指定史跡に県指定史跡に

「筑前名所図会」（福岡市博物館蔵）

車返付近を通る「川ひらた」（昭和初期）

曲川伏
ふせこし

越撤去（昭和 61年）

工事で掘削された川床（平成15年）

線刻文字「三尺五寸」他線刻文字「文」堀川一斉清掃小学生への史跡ガイド

シンポジウム「遠賀堀川の魅力とま
ちづくり」（平成 31年）

問○歴史資料館

堀川 吉田・大膳間切貫展堀川 吉田・大膳間切貫展

　　福岡県史跡指定までの歩み福岡県史跡指定までの歩み
を振り返ります。夏休みの自を振り返ります。夏休みの自
由研究に来てみませんか。由研究に来てみませんか。
ときとき　7/20 土～8/31土　7/20 土～8/31土
ところところ　歴史資料館　歴史資料館
費用費用　無料　無料

みんなも
来るっちゃろ？

堀
川
の
歴
史
・
近
世

堀
川
の
歴
史
・
近
代

堀
川
の
歴
史
・
平
成
以
降


